
菅
野
・
中
央
本
部
委
員
長

挨
拶
・
要
旨

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
運
動

に
奮
闘
し
て
い
た
だ
き
、
大

会
以
降
２
名
の
組
織
拡
大
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

JR
東
日
本
を
守
る
闘
い
と

し
て
民
主
化
闘
争
を
中
心
に
、

イ
ー
ス
ト

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
提
起
し
、
「
～
自
ら
を
変

え
る
！
明
日
を
創
る
！
イ
ー

ス
ト

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
」

と
し
て
、
組
織
の
変
革
と
労

政
の
転
換
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
11
月
に
仙
台

地
本
で
阿
部
さ
ん
、
１
月
に

は
横
浜
地
本
で
長
田
さ
ん
が
、

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
加

入
を
決
断
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

行
動
す
れ
ば
必
ず
そ
の
結

果
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
、

こ
の
二
人
の
決
断
で
実
践
さ

れ
ま
し
た
。

四
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
１

点
目
は
、
最
重
要
課
題
の
安

全
問
題
と
技
術
継
承
で
す
。

事
故
は
受
け
身
で
は
守
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事

の
本
質
を
理
解
し
そ
の
仕
事

に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
、
そ

の
仕
事
か
ら
の
事
故
の
芽
を

見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

攻
め
る
安
全
の
取
り
組
み

の
実
践
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
点
目
は
、
組
織
変
革
と

組
織
拡
大
、
民
主
化
闘
争
に

つ
い
て
。

JR
連
合
は
、
松
岡
会
長
の

強
い
意
志
に
よ
り
民
主
化
闘

争
の
振
り
返
り
を
お
こ
な
い
、

JR
連
合
と
し
て
民
主
化
闘
争

の
再
ス
タ
ー
ト
を
発
信
し
ま

し
た
。
JR
連
合
が
発
足
し
た

原
点
を
振
り
返
り
、
改
め
て

民
主
化
闘
争
の
あ
る
べ
き
姿

で
JR
グ
ル
ー
プ
内
へ
の
民
主

的
労
働
運
動
の
再
構
築
を
図

る
こ
と
が
、
２
月
２
日
、
九

州
小
倉
で
行
わ
れ
た
第
29
回

中
央
委
員
会
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

JR
東
労
組
は
、
こ
の
間
ス

ト
権
確
立
で
「
格
差
ベ
ア
是

正
」
の
春
闘
方
針
を
掲
げ
、

併
せ
て
36
協
定
締
結
交
渉
で

も
、
現
場
か
ら
見
れ
ば
不
透

明
な
交
渉
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

36
協
定
で
の
超
勤
問
題
か

ら
の
要
員
配
置
の
見
直
し
を

強
く
要
請
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
こ
の
問
題
は
実
は
10

年
前
か
ら
見
え
て
い
た
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
に
取
り
組
ん

で
こ
な
か
っ
た
東
労
組
の
責

任
問
題
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

民
主
化
闘
争
は
、
国
鉄
改

革
以
前
へ
の
回
帰
を
阻
止
す

る
、
企
業
内
労
働
組
合
と
し

て
の
あ
た
り
ま
え
の
労
働
運

動
で
す
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
結

成
は
、
ま
さ
に
民
主
化
闘
争

の
原
点
で
あ
り
、
こ
の
民
主

化
闘
争
を
引
き
継
ぐ
た
め
の

人
材
確
保
を
す
る
こ
と
が
、

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
に
い
る

私
た
ち
の
役
目
・
目
的
で
す
。

こ
の
課
題
を
達
成
で
き
ず
に
、

JR
東
日
本
の
将
来
は
な
い
と

い
う
強
い
気
持
ち
で
組
織
拡

大
に
臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

３
点
目
は
、
本
来

今
中
央

委
員
会
の
本
題
と
な
る
「
２

０
１
７
春
季
生
活
闘
争
」
に

つ
い
て
。

労
働
者
の
最
大
の
労
働
条

件
は
雇
用
と
賃
金
で
す
。

戦
後
の
高
度
成
長
期
に
は

ス
ト
を
決
行
し
賃
金
を
勝
ち

取
る
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

労
働
争
議
は
様
々
な
形
態
で

取
り
組
ま
れ
、
時
と
し
て
は

会
社
の
存
続
を
も
揺
る
が
す

争
議
を
決
行
す
る
労
働
組
合

も
あ
り
ま
し
た
。
不
誠
実
な

会
社
が
横
行
し
た
時
代
も
あ
っ

た
の
も
事
実
で
す
。

国
鉄
改
革
を
経
て
今
日
の

JR
東
日
本
と
な
っ
て
い
る
今
、

春
闘
や
36
協
定
の
交
渉
の
あ

り
方
が
当
た
り
前
の
労
働
組

合
と
し
て
の
社
会
的
な
認
知

の
中
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
健
全
な
労
使
関
係
や

企
業
内
労
働
組
合
、
そ
し
て

民
主
的
労
働
運
動
の
中
で
し
っ

か
り
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

次
の
30
年
に
向
け
た
JR
労

働
運
動
の
道
し
る
べ
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨

年
７
月
の
第
４
回
定
期
大
会

で
、
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
運

動
の
最
重
要
期
間
を
３
年
と

し
た
中
で
、
間
も
な
く
１
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
結
果
や
成
果
は
組
合
員

一
人
ひ
と
り
の
信
念
と
実
践

の
表
れ
で
す
。

皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
決
意
を
申
し
上
げ
、

中
央
本
部
執
行
部
を
代
表
し

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

第
３
回
中
央
委
員
会
終
え
る

各
地
で
組
合
員
が
奮
闘
し
て
い
る
な
か
、
２
月
６
日
、
中

央
本
部
は
第
３
回
中
央
委
員
会
を
東
京
「
田
町
交
通
ビ
ル
」

に
於
い
て
関
係
者
45
名
が
集
い
、
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争

方
針
等
、
当
面
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。
中
央
委
員
会
の

議
長
は
仙
台
地
本
の
斎
藤
中
央
委
員
が
就
任
し
た
。

チ
ラ
シ
配
付
を
行
う
組
合

２
／
６
、
中
央
委
員
会
の

前
段
、
早
朝
の
チ
ラ
シ
配
付
、

田
端
駅
前
と
国
会
議
事
堂
前



議
長
を
務
め
た

斎
藤
・
中
央
委
員

発
言
し
た
中
央
委
員

白
居
・
中
央
委
員

鈴
木
・
中
央
委
員

神
田
・
中
央
委
員

水
間
・
中
央
委
員

佐
藤
・
中
央
委
員

瀬
藤
・
中
央
委
員

中
村
・
中
央
委
員

発
言
・
要
旨

・
若
手
社
員
と
年
輩
社
員
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
大
い
に
感
じ
る
。

・
Ｊ
Ｒ
は
地
域
密
着
と
い
い

な
が
ら
地
域
と
の
連
携
の
薄

さ
を
感
じ
る
。

・
東
労
組
の
組
合
費
14
ヶ
月

分
、
組
合
員
の
無
気
力
感
を

感
じ
る
。

・
イ
ー
ス
ト
と
し
て
の
正
論

を
力
強
く
多
面
的
に
発
信
し

よ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
を
頼

む
。

・
退
職
者
連
絡
会
の
整
備
と

連
帯
の
強
化
を
図
ろ
う
。

・
Ｊ
Ｒ
３
０
年
、
幹
部
の
年

頭
の
挨
拶
に
共
感
、
し
か
し
、

ス
ト
権
問
題
や
３
６
協
定
問

題
に
管
理
者
の
後
ろ
姿
が
見

え
な
い
。

・
新
入
社
員
研
修
で
組
合
別

の
説
明
会
は
出
来
な
い
の
か
。

・
蕨
駅
の
人
身
事
故
、
声
掛

け
サ
ポ
ー
ト
運
動
が
延
長
さ

れ
て
い
る
、
安
全
問
題
は
、

Ｊ
Ｒ
本
体
だ
け
で
な
く
関
連

会
社
や
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
を

含
め
た
対
応
が
必
要
。

・
保
存
休
暇
、
エ
ル
ダ
ー
や

出
向
者
も
使
え
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

・
イ
ー
ス
ト
と
し
て
、
山
田

線
や
只
見
線
の
視
察
を
行
っ

て
き
た
、
地
域
公
共
交
通
と

し
て
地
域
の
声
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。

・
設
備
と
し
て
、
線
路
の
劣

化
が
気
に
な
っ
て
い
る
。
本

体
の
工
事
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

工
事
が
更
に
連
携
が
良
く
成

る
よ
う
に
本
部
や
地
方
の
交

渉
に
現
場
の
声
を
活
か
し
て

ほ
し
い
。

・
企
業
教
育
に
つ
い
て
、
若

い
人
の
感
覚
は
、
研
修
所
と

現
場
の
問
題
点
の
ズ
レ
を
感

じ
て
い
る
。

・
若
い
人
と
話
す
と
将
来
の

こ
と
に
つ
い
て
相
談
す
る
人

が
少
な
い
と
言
う
人
も
い
る
。

・
組
織
拡
大
に
向
け
て
、
現

場
、
地
本
が
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
成
果
を
出
し
て

い
き
た
い
。

・
２
名
の
組
織
拡
大
の
成
果

を
組
織
全
体
で
更
に
広
げ
る

努
力
を
し
よ
う
。

・
こ
れ
か
ら
の
３
０
年
、
民

主
化
闘
争
の
考
え
方
を
中
心

に
し
た
取
り
組
み
が
大
切
だ
。

・
グ
ル
ー
プ
会
社
が
無
け
れ

ば
Ｊ
Ｒ
は
維
持
で
き
な
い
。

安
全
問
題
、
春
闘
を
含
め
て

グ
ル
ー
プ
全
体
を
見
渡
し
た

考
え
方
と
行
動
が
大
切
。

・
エ
ル
ダ
ー
や
出
向
者
だ
け

で
な
い
グ
ル
ー
プ
全
体
の
問

題
と
し
て
安
全
や
労
働
条
件

に
関
し
た
交
渉
や
話
が
出
来

る
よ
う
な
体
制
や
雰
囲
気
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

・
イ
ー
ス
ト
を
結
成
し
て
か

ら
３
年
、
東
京
支
社
前
で
毎

月
１
回
は
チ
ラ
シ
配
付
を
行
っ

て
い
る
。
国
会
議
事
堂
付
近

で
も
数
多
く
チ
ラ
シ
配
付
を

行
っ
て
き
た
。
ま
ず
は
、
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
行
動
す
る

こ
と
を
通
じ
て
組
織
拡
大
に

繋
げ
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い

る
。

総
括
答
弁

国
井
・
中
央
本
部
事
務
局
長

・
ま
ず
は
安
全
の
問
題
、

「
お
客
様
の
死
傷
事
故
ゼ
ロ
」

「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働

者
の
死
亡
事
故
・
重
大
労
災

ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
い
こ
う
。

視
覚
障
が
い
の
あ
る
お
客
さ

ま
の
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
が

出
来
る
こ
と
を
実
践
的
に
行

動
し
て
い
こ
う
。
Ｊ
Ｒ
の
仕

事
の
進
め
方
、
や
り
方
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、

鉄
路
に
携
わ
る
労
働
者
の
安

全
な
く
し
て
鉄
道
の
安
全
は

守
れ
な
い
。

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
は
順

調
で
あ
る
。
今
次
春
闘
ベ
ア

３
，
０
０
０
円
、
そ
の
他
手

当
を
同
時
に
要
求
し
月
例
賃

金
６
，
０
０
０
円
を
求
め
て

い
く
。

・
Ｊ
Ｒ
会
社
発
足
３
０
年
に

Ｊ
Ｒ
東
海
、
西
日
本
は
制
服

を
一
新
す
る
と
い
う
。
東
日

本
は
３
０
周
年
で
ス
ト
ラ
イ

キ
権
の
確
立
で
あ
る
。
公
安

調
査
庁
か
ら
「
革
マ
ル
派
が

深
く
浸
透
し
て
い
る
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続

け
運
動
を
続
け
て
き
た
我
々

の
主
張
は
正
し
か
っ
た
と
の

証
左
で
は
な
い
か
。
良
識
あ

る
組
合
員
に
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」

に
つ
い
て
問
い
か
け
我
々
へ

の
結
集
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

・
一
人
ひ
と
り
が
実
践
的
に

行
動
し
結
果
を
残
し
て
い
こ

う
。

・
自
ら
を
変
え
る
！
明
日
を

創
る
！
イ
ー
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
再
度
、
全
組
合
員

で
確
認
し
行
動
し
よ
う
。

申
４
号
（
２
月
13
日
）

★
賃
金
引
き
上
げ
の
要
求
に

つ
い
て

１
．
賃
金
引
き
上
げ
等
に
つ

い
て

(

１)

定
期
昇
給
を
実
施
す
る

こ
と
。

(

２)

２
０
１
７
年
４
月
１
日

の
定
期
昇
給
後
の
基
準
内
賃

金
を
、
一
人
平
均
３
，
０
０

０
円
引
き
上
げ
る
こ
と
。

(

３)

エ
ル
ダ
ー
社
員
及
び
契

約
社
員
に
つ
い
て
も
、
社
員

に
準
じ
て
賃
金
を
引
き
上
げ

る
こ
と
。

２
．
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す

る
契
約
単
価
を
見
直
し
、
グ

ル
ー
プ
会
社
社
員
の
賃
金
引

上
げ
に
寄
与
す
る
こ
と
。

３
．
上
記
申
入
れ
に
対
す
る

回
答
期
限
を
、
平
成
29
年
３

月
16
日
ま
で
に
す
る
こ
と
。以

上

申
５
号
（
２
月
13
日
）

★
諸
労
働
条
件
改
善
の
要
求

に
つ
い
て

１
．

労
働
条
件
に
関
す
る
協

約
の
改
訂
要
求
に
つ
い
て

(

１)

就
業
関
係

①

特
別
休
日
の
付
与
日
数

(

第
57
条
第
２
項)

出
席
し
た
来
賓

小
野
・
亘
理
町
議
会
議
員

椙
田
・
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

退
職
者
連
絡
会
顧
問

上
村
・
JR
連
合
総
合
組
織

政
策
局
長

ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン ２０１７（Ｈ２９）年 ２月１５日 第２８号（２）

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争

中
央
本
部
の
申
し
入
れ



現
行
、
「
年
間
62
日
付
与
」

を
「
年
間
65
日
付
与
」
と
改

正
す
る
こ
と
。

②

年
次
有
給
休
暇

使
用
単

位
（
第
83
条
第
１
項
）

半
日
単
位
の
使
用
に
つ
い
て
、

該
当
す
る
事
由
の
各
号
を
削

除
し
、
使
用
使
途
の
制
限
を

緩
和
（
撤
廃
）
す
る
こ
と
。

併
せ
て
、
請
求
手
続
（
第
84

条
第
２
項
）
に
つ
い
て
、
半

日
単
位
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

前
日
ま
で
と
す
る
こ
と
。
ま

た
、
時
間
単
位
の
取
得
を
可

能
に
す
る
な
ど
、
制
度
の
運

用
改
善
を
図
る
こ
と
。

③

保
存
休
暇
の
使
途(

第
87

条
第
２
項)

保
存
休
暇
の
使
途

に
つ
い
て
、
該
当
す
る
各
号

を
削
除
し
、
使
用
使
途
の
制

限
を
緩
和(

撤
廃)

す
る
こ
と
。

（
２
）
賃
金
関
係

④

所
定
昇
給
額(

第2
61

条)

毎
年
４
月
１
日
に
実
施
す
る

「
所
定
昇
給
額
」
に
つ
い
て
、

各
級
一
律
に
１
，
０
０
０
円

を
増
額
す
る
こ
と
。

⑤

扶
養
手
当
の
支
給
額(

第2

8
7

条)

少
子
化
対
策
と
し
て
、

子
の
扶
養
手
当
を
７
，
０
０

０
円
と
す
る
こ
と
。

⑥

割
増
賃
金
に
つ
い
て(

第3

2
7

条)

割
増
賃
金
の
単
価
を
平

日
・
Ｂ
単
価
を1
4
0
/
1
0
0

へ
、

Ｄ
単
価
を1
5
0
/
1
0
0

、
Ｅ
単
価

を1
6
0
/
1
0
0

へ
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
る
こ
と
。

⑦

出
向
手
当(

第2
14

条
）

60
歳
未
満
の
出
向
者
に
対
し
、

若
年
出
向
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
。
ま
た
、
特
に
グ
ル
ー

プ
会
社
社
員
の
指
導
育
成
に

あ
た
る
出
向
社
員
に
対
し
て

は
指
導
教
育
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
。

⑧
技
能
手
当(

第2
99

条)

サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
の
た

め
に
、
技
能
手
当
の
支
給
対

象(

別
表
17)

に
、
「
サ
ー
ビ

ス
介
助
士
」
を
追
加
し
、
１
，

０
０
０
円
を
支
給
す
る
こ
と
。

(

３)

退
職
手
当
関
係

⑨

退
職
手
当
の
算
定
基
礎
給

と
な
っ
て
い
る
第
二
基
本
給

を
廃
止
す
る
こ
と
。

⑩

定
年
退
職
日
を
翌
年
の
７

月
に
統
一
す
る
こ
と
。

以
上

申
６
号
（
２
月
13
日
）

夏
季
手
当
支
払
い
の
要
求
に

つ
い
て

１
．
２
０
１
７
年
度
夏
季
手

当
要
求
に
つ
い
て

(

１)

基
準
内
賃
金
の
３
．
２
ヶ

月
分
を
６
月
30
日
ま
で
に
支

払
う
こ
と
。

(

２)

成
績
率
の
適
用
に
つ
い

て
は
公
正
厳
格
に
行
う
と
と

も
に
、
人
材
育
成
に
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
。

(

３)

好
調
な
企
業
業
績
を
踏

ま
え
、
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
に

更
な
る
投
資
を
行
う
こ
と
。

以
上

ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン ２０１７（Ｈ２９）年 ２月１５日 第２８号（３）

委員会宣言

本日、私たちは田町交通ビルにおいて、第3回中央委員会を開催し、安全の確立、2017春季生活闘争勝利、
イーストイノベーションからの民主化闘争完遂、そしてＪＲ連合の仲間とともに取り組んでいる政策課題と

ワークライフバランス社会の実現に向けた働き方改革などを柱にした、当面する活動方針を満場一致で決定

した。「安全で安心して働ける企業風土をめざし、労働組合のあるべき姿を考え、変革に挑戦・達成しよう！」

をスローガンに掲げた第4回定期大会以降、安全・安定輸送を基礎にＪＲ東日本が果たすべき社会的役割と

責任を労使で認識し、ＪＲ東日本の次の30年に向けて責任ある労働組合を再構築することを、組織のイノベー

ションの実践とともに全力で取り組む決意を固め合った。

一つには、羽越本線列車事故をはじめ山手線での電柱倒壊など、重大事故・重大インシデントの反省と教

訓を胸に刻み、事故を決して忘れず、何よりも安全を最優先する取り組みに果敢に挑戦しなければならない。

事故は守るもの受け身ではなく、攻めることで防ぐことができるものだと確信している。仕事の変革や組織
体制の変更に果敢に取り組み、安全で安心できる仕事への改革から、安心して快適にご利用いただける鉄道

輸送の確立を目指していく。「お客さまの死傷事故０」「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大労災ゼ

ロ」を最重点テーマに、JR連合策定の「安全指針（改訂版2016）」を組合員一人ひとりのものとして、攻め

る安全の取り組みを実践していく。

二つには、2017春季生活闘争は4年連続のベア獲得に向けたの闘いとして、労働組合が労働者の代弁者で

あることの威厳をかけた取り組みである。マスコミや官製春闘に振り回されない企業内労働組合として、

「月例賃金の引き上げ」にこだわりベースアップ3000円の満額獲得を目指す。併せて、グループ会社社員の

賃金引上げに寄与すること、労働条件に関する協約改訂要求10項目、2017年度夏季手当について、同時要求

をし総合労働条件改善闘争として今春闘を組織一丸となって闘っていく。

三つには、組織の最大課題である民主化の闘いである。東労組のスト権確立での春闘の取り組みには、国

鉄時代の労働運動へ回帰する思いが拭いきれない。そういった中で民主化闘争を確実に勝利するためには、

職場におけるより広範な信頼関係の構築が必要である。さらに社会をも巻き込む運動「7つの包囲網」作戦

を強化していくと共に、さらに一歩進めて議会や政府、社会に問題の本質を届ける運動も展開していく。Ｊ

Ｒ東日本の次の30年への継承と責任には、国鉄改革の残滓とも言えるＪＲへの革マル派浸透問題と非民主的

労働運動との闘いに勝利するしかない。東労組は瓦解への道を歩み始め、大変革の機運が高まった今、積極

的に組織拡大に向かう。

4月に迎えるＪＲ東日本発足30年が、企業寿命30年と言われる中で終焉に向かうことにならないよう、責

任ある企業内労働組合として飛躍・躍進していくために、イーストユニオン全組合員とＪＲ連合傘下7単組9

2グループ労組全てとの連携の中で力強く運動を展開する。

以上、宣言する。

2017年 2月 6日

ジェイアール・イーストユニオン

第 ３ 回 中 央 委 員 会



松
岡
・
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長

挨
拶
・
要
旨

大
き
く
５
点
に
つ
い
て
考

え
方
を
提
起
し
た
。

一
点
目
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
最

優
先
課
題
で
あ
る
、
安
全
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

昨
年
６
月
の
第
２
５
回
定

期
大
会
以
降
、
Ｊ
Ｒ
関
係
職

場
に
お
い
て
、
幸
い
に
も
労

災
死
亡
事
故
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
私
が
Ｊ
Ｒ
連
合
会

長
に
成
っ
て
４
年
目
で
初
め

て
で
す
。

重
大
事
故
、
労
災
死
亡
事

故
撲
滅
に
向
け
、
今
一
度
労

使
が
緊
張
感
を
持
っ
て
、
安

全
対
策
を
講
じ
て
頂
く
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
要
請
し
た
。

二
点
目
、
２
０
１
７
春
季

生
活
闘
争
の
取
り
組
み
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
矢
が
尽

き
た
今
、
将
来
に
資
す
る
ヒ

ト
ヘ
の
投
資
、
所
得
向
上
に

よ
る
消
費
拡
大
が
不
可
欠
だ

と
考
え
ま
す
。
ま
し
て
や
、

貯
蓄
に
固
る
可
能
性
の
高
い

ボ
ー
ナ
ス
で
は
な
く
、
「
月

例
賃
金
の
引
き
上
げ
」
を
行

う
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
０
１
７

春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
連

合
方
針
に
則
り
、
「
純
ベ
ア

３
，
０
０
０
円
」
を
含
め
た
、

「
月
例
賃
金
総
額
６
，
０
０

０
円
以
上
の
引
き
上
げ
」
を

掲
げ
、
賃
金
を
は
じ
め
と
す

る
諸
労
働
条
件
改
善
を
図
る
、

総
合
生
活
改
善
闘
争
の
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
す
。
そ
し

て
、
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
各
社

の
好
業
績
を
支
え
る
グ
ル
ー

プ
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」

「
格
差
是
正
」
に
こ
だ
わ
っ

た
春
闘
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。Ｊ

Ｒ
各
単
組
、
グ
ル
ー
プ

労
組
の
全
９
９
単
組
が
い
っ

そ
う
連
携
を
強
化
し
、
一
致

団
結
し
た
闘
い
を
展
開
す
る

こ
と
を
要
請
し
た
。

三
点
目
、
民
主
化
闘
争
に

対
す
る
決
意
を
あ
ら
た
め
て

訴
え
た
。

Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
の
３
０
年

間
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成

か
ら
の
２
５
年
間
は
、
組
織

強
化
・
拡
大
と
非
民
主
的
労

働
運
動
と
の
闘
い
で
し
た
。

こ
の
間
、
革
マ
ル
派
が
浸
透

す
る
Ｊ
Ｒ
総
連
の
徹
底
し
た

排
他
主
義
、
平
和
共
存
否
定

方
針
に
よ
り
、
三
鷹
電
車
区

事
件
や
浦
和
電
車
区
事
件
を

は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ

ら
の
事
件
に
対
す
る
、
私
た

ち
の
完
全
勝
利
に
よ
り
、
こ

う
し
た
排
他
主
義
な
ど
は
影

を
潜
め
、
働
き
や
す
い
職
場

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
残
念
な
が
ら
、

Ｊ
Ｒ
連
合
発
足
当
時
の
緊
張

感
は
労
使
と
も
に
薄
れ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

今
一
度
歴
史
を
振
り
返
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
発
足
当
時
の
先
輩

方
の
決
意
を
共
有
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

箱
根
以
東
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

歪
な
労
使
関
係
が
こ
の
ま
ま

放
置
さ
れ
て
良
い
訳
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
発
足
３
０
年

を
目
前
に
控
え
今
一
度
Ｊ
Ｒ

連
合
総
掛
か
り
の
民
主
化
闘

争
を
展
開
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

四
点
目
、
重
要
政
策
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
。

こ
の
３
０
年
間
に
高
速
道

路
網
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
み
、
地
方
路
線
の
利
用
は

減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
方
の
実
態

に
対
し
、
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
産
業

は
そ
の
社
会
的
使
命
か
ら
も

真
摯
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま

す
。
ど
う
す
れ
ば
Ｊ
Ｒ
産
業

が
地
域
と
と
も
に
維
持
・
発

展
し
う
る
の
か
、
ど
う
す
れ

ば
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

役
割
を
発
揮
し
う
る
の
か
な

ど
、
働
く
者
の
立
場
か
ら
、

方
向
性
を
見
定
め
、
示
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

整
備
新
幹
線
の
問
題
、
長

崎
延
伸
や
札
幌
延
伸
、
四
国

に
新
幹
線
の
誘
致
な
ど
大
き

な
夢
に
向
か
っ
た
取
り
組
み

を
訴
え
続
け
ま
す
。
ま
た
、

二
島
貨
物
問
題
、
地
域
密
着

や
公
共
交
通
鉄
道
の
維
持
に

つ
い
て
地
元
自
治
体
及
び
利

用
者
と
協
議
の
う
え
、
バ
ス

転
換
と
い
う
選
択
肢
は
否
定

さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
将
来
に
つ
け
を
回
す
こ

と
の
な
い
建
設
的
な
議
論
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

五
点
目
、
最
後
に
安
倍
政

権
は
、
「
働
き
方
改
革
」
と

称
し
、
「
長
時
間
労
働
の
是

正
」
や
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
に
よ
る
生
産
性
向
上
を

め
ざ
す
こ
と
に
躍
起
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
今

日
ま
で
私
た
ち
労
働
組
合
が

主
張
し
て
き
た
内
容
で
あ
り

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
方
で
政
府
・
与

党
は
、
時
間
で
は
な
く
成
果

に
対
し
て
賃
金
を
払
う
「
脱

時
間
給
制
度
」
を
盛
り
込
ん

だ
労
基
法
改
正
を
目
論
ん
で

お
り
、
長
時
間
労
働
や
賃
金

低
下
が
危
惧
さ
れ
る
な
ど
、

真
逆
の
労
働
政
策
を
推
し
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
給
付
型
奨
学
金
制
度
」

の
問
題
、
年
内
解
散
が
必
至

と
言
わ
れ
て
い
る
衆
議
院
解

散
総
選
挙
、

自
民
党
一
強
体
制
を
崩
す
足

が
か
り
と
し
て
、
選
挙
戦
に

臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

共
産
党
と
の
共
闘
は
決
し
て

あ
り
え
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は

民
進
党
が
一
人
で
も
多
く
の

立
候
補
者
を
立
て
、
そ
の
全

て
の
当
選
を
果
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
不
測
の
事
態
と

な
ら
ぬ
よ
う
、
体
制
整
備
を

図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

瀬
戸
・
特
別
中
央
委
員
発
言

・
Ｊ
Ｒ
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

は
Ｊ
Ｒ
連
合
を
支
え
る
一
単

組
と
し
て
今
後
と
も
Ｊ
Ｒ
連

合
と
行
動
を
共
に
し
て
い
く
。

①
組
織
の
存
亡
を
掛
け
た
組

織
拡
大
に
つ
い
て
。

②
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
成
っ
て

３
０
年
、
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
か

ら
２
５
年
の
節
目
を
迎
え
る
、

原
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

③
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争

に
つ
い
て
。

④
安
全
と
事
故
防
止
に
つ
い

て
。

ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン ２０１７（Ｈ２９）年 ２月１５日 第２８号（４）

JR

連

合

第

29

回

中

央

委

員

会

２
月
２
日
、
福
岡
県
小
倉
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小

倉
」
に
於
い
て
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
第
２
９
回
中
央
委
員
会
を

開
催
し
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
方
針
等
、
当
面
の
活
動

方
針
を
決
定
し
た
。


